
へんてこりんでみんないい　あなたはあなたのままで
～対話によって違いを認めあい　ものの見方を鍛えよう～

                                                             　　　   令和７年12月８日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：大豊学園会議室　　　　

次年度に向けて

大豊町教育委員会　作成

みんな得意なことがあれば、苦手なこともあり
ます。なので出来ていないからといって落ち込
むことはありません。
人それぞれ生まれ持った良さがある！

今年度のテーマ
へんてこりんって？

へんてこりんでいいじゃない♪肩肘張らず
に気楽に子育てを楽しもう！という
　メッセージが込められています☆

○地域リーダーとしての成果

・交流会で学んだアイスブレイクを地域のミドルリーダー会　
　で活用して多くの保育者に広めた

・親育ち支援担当者として培った知識を生かして、保護者向
　けに講話を行った

・交流会のチラシ作成や研修会で広く声かけを行ったことが
　参加者へのＰＲにつながった

・吹き出し３コマ漫画が、園内研修のツールとしてエリアを
　超えて活用されるようになった

第 ５回親育ち支援地域別連絡会（中部１グループ）

○課題に対して

・交流会への呼びかけをもっと早い時期に、保育者同士がつ　　
　ながれる場などで行う

・若年やベテラン関係なく楽しく充実した学びの場にする

・地域間やブロック外も視野に入れ、予定を共有し声をかけ　
　合うなどして計画的に横のつながりを強めていく

・私立の保育所にも参加してもらえるように主管課に協力を

　求める

・“楽しみながら学ぶ”ことを第一に満足感のある交流会を目
　指し、継続して参加してもらえるようにテーマや内容を精査
　していく（保育者の親育ち支援力を高めることを忘れずに）

・地域内での親育ち担当者会を開催し、横のつながりを強化
　していく

・中部１グループの良さ（楽しい雰囲気で学べるのが一番！み
　んなでフォローし合い学びにつなげるチームワークの大切
　さ）を再認識した

・交流を通して親育ち支援のネットワークをもっと広げていき
　たい（地域外にも交流をのばしたい）

・リーダー同士の関わりの中に「それ、いいね！」といった受
　容的な雰囲気があり、それが保護者への関わり方にも表れて
　いる
　　

○１年間やってみて感じたこと


